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は
じ
め
に 

 

中
島
敦
「
山
月
記
」
は
高
等
学
校
の
国
語
の
定
番
教
材
で
あ
り
、
佐
野
幹
『
「
山

月
記
」
は
な
ぜ
国
民
教
材
と
な
っ
た
か
』（
１
）
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
「
国
民
教
材
」

と
称
す
べ
き
短
編
小
説
で
あ
る
。
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
以
上
、
当
然
、

「
国
民
教
材
」
と
し
て
の
「
山
月
記
」
は
独
立
し
た
一
編
の
物
語
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
だ
が
、
そ
う
で
あ
る
と
同
時
に
「
山
月
記
」
は
、
出
典
と
見
な
す

べ
き
中
国
古
典
の
作
品
に
か
な
り
忠
実
に
取
材
し
た
翻
案
も
の
と
い
う
側
面
と
、

「
古
譚
」
と
い
う
四
編
ひ
と
ま
と
ま
り
の
作
品
群
の
う
ち
の
一
編
と
い
う
側
面

を
も
備
え
て
い
る
。
前
者
に
つ
い
て
言
え
ば
、
直
接
的
に
は
清
代
の
『
唐
人
説

薈
』
な
ど
に
見
え
る
「
人
虎
伝
」
に
基
づ
い
て
い
る
が
、「
人
虎
伝
」
は
宋
代
の

『
太
平
広
記
』
巻
四
二
七
に
見
え
る
「
李
徴
」
（
出
『
宣
室
志
』
）
な
ど
に
ま
で

遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、「
山
月
記
」
は
唐
代
に
成
立
し
た
物
語
に
由
来

す
る
作
品
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
佐
野
幹
が
『
光

と
風
と
夢
』
の
構
成
な
ど
か
ら
、
中
島
敦
は
「
「
山
月
記
」
を
独
立
し
た
作
品
と

し
て
考
え
て
い
た
の
で
は
な
く
、
「
古
譚
」
の
中
の
一
篇
と
し
て
考
え
て
い
た
」

と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、「
山
月
記
」
の
主
題
は
「
古
譚
」
の
作
品
群
を
貫
く

主
題
と
も
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
と
見
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

 

ま
た
、「
山
月
記
」
の
冒
頭
部
分
は
見
慣
れ
な
い
漢
語
が
多
く
、
高
校
生
に
は

と
り
わ
け
難
解
で
、「
国
民
教
材
」
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
授
業
の
導
入
の
や

り
に
く
さ
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
（
前
掲
書
二
四
二
頁
）
。
そ
の
有
名
な
冒
頭
文
を

引
用
し
よ
う
。 

隴
西
の
李
徴
は
博
学
才
穎
、
天
宝
の
末
年
、
若
く
し
て
名
を
虎
榜
に
連
ね
、

つ
い
で
江
南
尉
に
補
せ
ら
れ
た
が
、
性
、
狷
介
、
自
ら
恃
む
と
こ
ろ
頗
る

厚
く
、
賤
吏
に
甘
ん
ず
る
を
潔
し
と
し
な
か
っ
た
。 

確
か
に
引
用
部
は
、
難
解
な
漢
語
の
意
味
の
み
な
ら
ず
、
唐
代
の
官
僚
社
会

や
地
理
的
な
知
識
な
し
に
は
十
全
に
は
解
し
が
た
い
。
さ
ら
に
は
例
え
ば
「
天

宝
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
、
唐
代
の
年
号
と
い
う
指
摘
に
と
ど
め
ず
、
中
島
敦

 

「
天
宝
の
末
年
」
の
杜
甫
と
李
徴 

―

「
山
月
記
」
と
漢
詩
の
学
び
を
結
ぶ
も
の―
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が
「
天
宝
の
末
年
」
と
特
定
の
時
期
を
指
定
し
た
こ
と
が
何
を
意
味
し
て
い
る

の
か
な
ど
に
つ
い
て
ま
で
視
野
に
入
れ
な
が
ら
授
業
を
進
め
て
い
く
こ
と
は
、

非
常
に
困
難
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
そ
れ
を
切
り
離
し
て
「
山
月
記
」
を
読
む
こ

と
は
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
小
森
陽
一
『<

ゆ
ら
ぎ>

の
日
本
文
学
史
』
第
八
章

「
自
己
と
他
者
の<

ゆ
ら
ぎ>

―
―

中
島
敦
の
植
民
地
体
験
」（
２
）

は
戦
後
の
国

語
教
育
の
現
場
で
の
「
山
月
記
」
の
受
容
に
つ
い
て
、「
古
譚
」
か
ら
切
り
離
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、「
山
月
記
」
で
「
問
わ
れ
て
い
た
歴
史
性
を
隠
蔽
す
る
こ
と
」

に
繋
が
っ
た
と
し
、
こ
の
「
天
宝
」
と
い
う
二
文
字
を
取
り
上
げ
て
、
以
下
の

よ
う
に
指
摘
す
る
。 

他
の
三
作
品
（
論
者
注
：
「
古
譚
」
の
「
山
月
記
」
以
外
の
作
品
を
指
す
）

で
は
、
兄
弟
の
間
で
の
権
力
闘
争
、
国
家
と
国
家
、
民
族
と
民
族
の
間
で

の
戦
争
が
、
物
語
の
前
景
に
出
て
い
る
の
だ
が
、『
山
月
記
』
で
は
「
天
宝
」

と
い
う
年
号
の
背
後
に
、
内
乱
に
至
る
権
力
闘
争
が
隠
さ
れ
て
い
る
た
め

に
、
結
果
と
し
て
、
時
代
状
況
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
形
で
、
虎
に
な
っ
た

詩
人
李
徴
の
内
面
の
問
題
だ
け
が
議
論
さ
れ
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。
（
二
五
一
頁
） 

 

さ
ら
に
小
森
は
「
中
島
敦
が
小
説
を
書
い
た
戦
争
の
時
代
に
お
い
て
、
は
た

し
て
、
戦
後
的
視
点
か
ら
の
「
人
間
性
」
な
る
も
の
が
、
ど
こ
に
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
」
（
二
五
二
頁
）
と
問
い
か
け
、
「
山
月
記
」
を
「
詩
人
李
徴
の
内
面
の

問
題
」
、
李
徴
の
「
人
間
性
の
欠
落
」
に
帰
着
さ
せ
る
読
み
に
疑
義
を
呈
し
て
い

る
。「
古
譚
」
の
他
の
三
作
品
で
は
き
ち
ん
と
説
明
さ
れ
て
い
た
そ
の
「
歴
史
性
」

が
「
山
月
記
」
で
は
説
明
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
現
代
の
読
み
に
反
映
さ
れ

て
い
な
い
と
い
う
小
森
の
指
摘
は
首
肯
し
う
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
小
森

は
明
瞭
に
は
言
及
し
て
い
な
い
が
、
恐
ら
く
、「
中
島
敦
が
小
説
を
書
い
た
戦
争

の
時
代
」
に
は
、
そ
の
「
歴
史
性
」
が
「
天
宝
の
末
年
」
と
示
し
た
だ
け
で
、

そ
れ
以
上
の
説
明
が
な
く
と
も
、
当
時
の
読
者
に
は
そ
の
時
代
状
況
が
問
題
な

く
共
有
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。 

 

「
山
月
記
」
の
「
歴
史
性
」
が
現
代
の
読
者
に
見
え
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
の

は
、
変
化
し
て
い
く
社
会
の
中
で
や
む
を
得
な
い
側
面
は
あ
る
。
し
か
し
現
実

問
題
と
し
て
、「
山
月
記
」
が
「
国
民
教
材
」
で
あ
り
、
生
徒
た
ち
が
読
み
に
く

さ
を
抱
え
て
い
る
以
上
、
そ
こ
に
何
ら
か
の
手
立
て
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
そ
れ
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
。
本
論
で
は
、
そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、「
天
宝
」

と
い
う
時
代
に
着
目
し
、
中
学
高
校
の
教
材
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
漢
詩
の
半
数

近
く
が
「
天
宝
」
を
生
き
た
詩
人
た
ち
の
作
品
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
（
３
）
、「
山

月
記
」
と
漢
詩
を
結
び
つ
け
て
考
え
る
こ
と
で
、
双
方
の
理
解
を
深
め
る
可
能

性
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。 

 

本
論
は
、
盛
唐
詩
人
の
他
、
実
在
し
た
袁
傪
と
い
う
人
物
の
経
歴
な
ど
を
踏

ま
え
、
唐
代
伝
奇
「
李
徴
」
（
以
下
「
李
徴
」
）
、
清
代
テ
キ
ス
ト
『
唐
人
説
薈
』

に
見
え
る
「
人
虎
伝
」
（
以
下
「
人
虎
伝
」
）
、
中
島
敦
「
山
月
記
」
（
以
下
「
山

月
記
」
）
に
そ
れ
ぞ
れ
想
定
さ
れ
る
「
李
徴
の
生
き
た
か
っ
た
人
生
」
を
検
討
す

る
と
い
う
手
法
を
採
り
、
現
時
点
で
は
実
践
的
な
授
業
提
案
な
ど
を
含
ま
な
い

こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。 

一 

作
中
に
描
か
れ
た
李
徴
と
袁
傪
の
人
生 

 

冒
頭
で
描
か
れ
る
李
徴
の
人
生
の
躓
き
は
、
「
李
徴
」
「
人
虎
伝
」
「
山
月
記
」

に
お
い
て
大
き
な
差
は
な
い
。
し
か
し
「
山
月
記
」
に
比
べ
て
「
李
徴
」「
人
虎

伝
」
は
い
く
ら
か
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
の
で
ま
ず
そ
れ
を
確
認
し
た
い
。 

 

「
山
月
記
」
の
李
徴
は
「
天
宝
の
末
年
」
に
進
士
に
及
第
し
、
江
南
尉
と
な

っ
た
が
す
ぐ
に
辞
め
、
詩
作
に
耽
っ
た
。
そ
し
て
数
年
後
、
貧
し
さ
に
耐
え
か

ね
て
東
に
赴
き
、
地
方
官
と
な
り
、
一
年
後
に
虎
と
な
っ
た
と
説
明
さ
れ
て
い
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る
。 

 
「
李
徴
」
の
場
合
は
、
二
十
歳
で
地
方
試
験
に
合
格
、
天
宝
十
載
（
七
五
一
）

春
に
尚
書
右
丞
楊
没
が
知
貢
挙
（
試
験
監
督
）
を
務
め
る
試
験
で
進
士
に
及
第

す
る
。
数
年
後
に
江
南
尉
と
な
り
、
任
期
が
満
了
す
る
と
隠
遁
し
た
が
、
一
年

余
り
経
っ
て
か
ら
貧
困
の
た
め
東
方
の
呉
楚
に
赴
き
、
支
援
を
求
め
、
一
年
近

く
し
て
故
郷
虢
略
に
戻
る
途
上
で
虎
に
な
っ
て
い
る
。「
人
虎
伝
」
に
お
い
て
も

「
李
徴
」
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
人
虎
伝
」
で
は
李
徴
が
進
士
に
及

第
し
た
年
を
天
宝
十
五
載
と
し
、
知
貢
挙
を
尚
書
右
丞
楊
元
と
す
る
。 

 

李
徴
の
経
歴
の
書
き
方
を
見
比
べ
た
だ
け
で
も
、
進
士
及
第
を
「
李
徴
」「
人

虎
伝
」
と
も
に
「
進
士
の
第
に
登
る
（
登
進
士
第
）
」
と
表
現
し
て
い
る
の
を
、

「
山
月
記
」
は
「
名
を
虎
榜
に
連
ね
」
と
表
現
を
変
え
、
あ
え
て
「
虎
」
の
文

字
を
こ
こ
で
用
い
る
点
な
ど
、
興
味
深
い
変
更
は
い
く
つ
も
見
ら
れ
る
。
中
で

も
本
論
に
お
い
て
注
目
し
た
い
の
は
、
進
士
に
及
第
し
た
年
を
「
李
徴
」
で
は

「
天
宝
十
載
春
」
、「
人
虎
伝
」
で
は
「
天
宝
十
五
載
春
」
、「
山
月
記
」
で
は
「
天

宝
の
末
年
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
天
宝
は
玄
宗
の
元
号
で
、
十
五
年

間
続
い
た
。「
山
月
記
」
の
「
天
宝
の
末
年
」
と
は
天
宝
の
末
ご
ろ
、
天
宝
十
五

載
と
は
限
定
し
な
い
が
、
天
宝
十
五
載
に
至
る
数
年
の
間
の
こ
と
と
み
て
よ
か

ろ
う
。「
人
虎
伝
」
の
「
天
宝
十
五
載
」
を
「
天
宝
の
末
年
」
に
書
き
換
え
た
中

島
敦
の
狙
い
は
明
確
で
は
な
い
が
、
天
宝
が
何
年
ま
で
あ
っ
た
か
わ
か
ら
な
い

読
者
に
も
、
天
宝
年
間
の
終
わ
り
ご
ろ
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
伝
わ
り
や
す
い
形

に
変
え
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。 

中
島
敦
が
李
徴
の
科
挙
及
第
を
天
宝
の
終
わ
り
で
あ
る
と
あ
え
て
強
調
し

た
と
考
え
た
と
き
、
そ
こ
に
ど
の
よ
う
な
意
味
を
見
出
せ
る
だ
ろ
う
か
。
天
宝

に
つ
い
て
小
森
陽
一
は
「
内
乱
に
至
る
権
力
闘
争
」
の
時
代
と
指
摘
し
て
い
る

が
、
そ
の
内
乱
、
つ
ま
り
安
史
の
乱
は
天
宝
十
四
載
十
一
月
に
勃
発
し
、
十
五

載
六
月
に
長
安
が
陥
落
、
そ
の
月
の
う
ち
に
粛
宗
が
即
位
し
て
至
徳
元
年
に
改

元
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
李
徴
」
で
は
安
史
の
乱
勃
発
の
四
年
半
前
に
進
士

に
及
第
し
て
い
る
が
、「
人
虎
伝
」
で
は
安
史
の
乱
の
最
中
、
し
か
も
副
首
都
洛

陽
が
天
宝
十
四
載
十
二
月
に
陥
落
し
、
反
乱
軍
に
長
安
が
脅
か
さ
れ
つ
つ
あ
っ

た
時
期
の
及
第
と
な
る
。
天
宝
が
「
内
乱
に
至
る
権
力
闘
争
」
の
時
代
で
あ
っ

た
の
は
間
違
い
な
い
が
、「
人
虎
伝
」
は
そ
の
時
代
の
終
焉
、
内
乱
に
脅
か
さ
れ

る
長
安
に
李
徴
の
官
界
の
第
一
歩
を
設
定
し
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
の
「
人
虎

伝
」
の
状
況
に
近
い
位
置
に
、
つ
ま
り
非
常
に
困
難
な
時
代
の
幕
開
け
の
時
期

に
「
山
月
記
」
の
李
徴
の
科
挙
及
第
は
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

も
ち
ろ
ん
困
難
な
時
代
に
科
挙
に
及
第
し
て
い
て
も
、
袁
傪
の
よ
う
に
出
世

で
き
る
者
も
い
る
。
三
作
品
い
ず
れ
で
も
、
袁
傪
は
李
徴
と
同
じ
と
き
に
科
挙

に
及
第
し
、
李
徴
が
虎
に
な
っ
た
翌
年
に
監
察
御
史
と
し
て
嶺
南
に
赴
い
て
お

り
、
「
李
徴
」
「
人
虎
伝
」
で
は
作
品
の
最
後
に
兵
部
侍
郎
に
ま
で
出
世
し
た
こ

と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。 

 

唐
・
封
演
『
封
氏
見
聞
記
』
巻
三
に
よ
れ
ば
、
唐
代
の
科
挙
官
僚
の
エ
リ
ー

ト
コ
ー
ス
に
は
①
進
士
、
②
校
書
（
秘
書
省
・
正
九
品
上
）
、
③
畿
尉
（
正
九
品

下
）
、
④
監
察
御
史
（
正
八
品
上
）
、
⑤
拾
遺
（
従
八
品
上
）
、
⑥
員
外
郎
（
従
六

品
上
）
、
⑦
中
書
舎
人
（
正
五
品
上
）
、
⑧
中
書
侍
郎
（
正
四
品
上
）
と
い
う
よ

う
な
、
定
ま
っ
た
ル
ー
ト
が
想
定
さ
れ
て
い
た
。
封
演
自
身
も
天
宝
末
年
の
進

士
で
あ
る
こ
と
か
ら
（
４
）
、
李
徴
・
袁
傪
も
お
お
む
ね
同
じ
よ
う
な
エ
リ
ー
ト
コ

ー
ス
観
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。
袁
傪
は
「
李
徴
」
「
人
虎
伝
」

で
は
最
近
に
な
っ
て
監
察
御
史
の
列
に
加
え
ら
れ
た
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

進
士
及
第
後
に
校
書
を
経
て
、
畿
尉
（
長
安
近
郊
の
地
方
官
）
か
ら
監
察
御
史

に
移
っ
た
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
李
徴
」
「
人
虎
伝
」
に
最
終
官
歴
が

軍
事
を
司
る
役
所
の
副
長
官
で
あ
る
兵
部
侍
郎
で
あ
っ
た
と
あ
る
が
、
兵
部
侍
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郎
は
正
四
品
下
で
あ
り
、
宰
相
に
は
届
か
ず
、
想
定
さ
れ
た
エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス

の
ゴ
ー
ル
で
あ
る
正
四
品
上
の
中
書
侍
郎
ほ
ど
で
も
な
い
も
の
の
、
科
挙
官
僚

と
し
て
は
か
な
り
出
世
し
た
部
類
に
入
る
。 

 

一
方
、
李
徴
は
科
挙
及
第
後
に
校
書
な
ど
エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
の
ポ
ス
ト
を
得

る
こ
と
が
で
き
ず
、「
李
徴
」「
人
虎
伝
」
で
は
数
年
後
に
、「
山
月
記
」
で
は
「
つ

い
で
江
南
尉
に
補
せ
ら
れ
た
」
と
あ
る
の
で
お
そ
ら
く
及
第
後
遠
か
ら
ぬ
時
期

に
、
江
南
尉
と
な
っ
て
い
る
。
江
南
尉
は
長
江
下
流
域
の
地
方
官
で
あ
り
、
畿

尉
で
は
な
い
。
校
書
に
な
れ
ず
江
南
尉
を
与
え
ら
れ
た
段
階
で
、
李
徴
は
す
で

に
エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
に
入
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。 

 

中
途
で
仕
官
を
断
念
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
「
李
徴
」
「
人
虎
伝
」
に
お
い
て

は
「
跡
を
卑
僚
に
屈
す
る
能
は
ず
（
不
能
屈
跡
卑
僚
）
」
と
の
み
描
か
れ
る
が
、

「
山
月
記
」
に
お
い
て
は
「
下
吏
と
な
っ
て
長
く
膝
を
俗
悪
な
大
官
の
前
に
屈

す
る
よ
り
は
、
詩
家
と
し
て
の
名
を
詩
後
百
年
に
遺
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
」

と
詩
名
を
得
た
い
と
い
う
動
機
が
加
え
ら
れ
、
詩
を
作
る
こ
と
が
よ
り
積
極
的

な
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
三

作
品
の
李
徴
は
い
ず
れ
も
政
治
家
と
し
て
大
成
す
る
こ
と
を
ま
ず
は
目
指
し
、

挫
折
し
た
と
い
う
点
は
共
通
す
る
。
李
徴
に
は
特
定
の
モ
デ
ル
を
見
出
す
こ
と

は
難
し
い
が
、
袁
傪
に
は
モ
デ
ル
と
見
な
し
う
る
同
時
代
の
人
物
が
い
る
。
次

章
で
は
、
天
宝
十
載
あ
る
い
は
十
五
載
に
進
士
に
及
第
し
て
い
な
が
ら
科
挙
官

僚
と
し
て
一
定
の
成
功
を
収
め
た
実
在
の
袁
傪
の
人
生
を
正
史
か
ら
確
認
し
、

李
徴
が
生
き
た
か
っ
た
人
生
の
一
つ
の
形
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。 

二 

唐
人
か
ら
見
た
李
徴
の
理
想
と
挫
折 

 

袁
傪
に
は
『
旧
唐
書
』
『
新
唐
書
』
と
も
に
独
立
し
た
伝
は
な
い
。
『
登
科
記

考
』
巻
九
の
天
宝
十
五
載
の
項
目
に
進
士
及
第
者
と
し
て
袁
傪
と
李
徴
の
名
が

見
え
る
が
、
こ
れ
は
「
人
虎
伝
」
に
よ
っ
て
い
る
。『
登
科
記
考
』
に
よ
れ
ば
天

宝
十
五
載
の
知
貢
挙
は
礼
部
侍
郎
楊
浚
（
５
）

で
、
尚
書
右
丞
楊
没
（
「
李
徴
」
）

と
も
尚
書
右
丞
楊
元
（
「
人
虎
伝
」
）
と
も
異
な
っ
て
お
り
、「
李
徴
」
や
「
人
虎

伝
」
の
記
載
を
そ
の
ま
ま
史
実
の
袁
傪
の
科
挙
及
第
の
記
録
と
見
な
す
こ
と
は

難
し
い
。
本
論
で
は
仮
に
、
唐
代
の
本
来
の
テ
キ
ス
ト
の
形
を
残
し
て
い
る
可

能
性
が
よ
り
高
い
「
李
徴
」
に
基
づ
き
、
天
宝
十
載
（
七
五
一
）
進
士
に
及
第

し
た
と
想
定
し
て
、
袁
傪
の
経
歴
の
推
定
を
試
み
た
い
。 

『
旧
唐
書
』
巻
一
五
六
に
は
、
広
徳
年
間
（
七
六
三
か
ら
七
六
四
）
に
袁
晁

が
台
州
で
起
こ
し
た
反
乱
に
対
し
、
御
史
中
丞
（
正
五
品
上
）
の
袁
傪
が
鎮
圧

に
貢
献
し
た
と
の
記
事
が
見
え
、
功
績
に
よ
り
常
州
別
駕
（
従
四
品
下
）
と
浙

西
都
知
兵
馬
使
が
加
え
ら
れ
た
と
あ
る
（
６
）
。
唐
・
独
孤
及
が
そ
の
功
績
を
祝
し

て
贈
っ
た
「
袁
傪
の
賊
を
破
る
を
賀
す
る
の
表
（
賀
袁
傪
破
賊
表
）
」（
７
）

に
は
、

袁
傪
の
官
名
と
し
て
御
史
中
丞
の
他
、
河
南
副
元
帥
李
光
弼
の
行
軍
司
馬
と
、

太
子
右
庶
子
（
正
四
品
上
）
と
が
連
ね
ら
れ
て
い
る
。 

袁
傪
が
兵
部
侍
郎
（
正
四
品
下
）
で
あ
っ
た
こ
と
は
、『
旧
唐
書
』
巻
一
二
二
、

大
暦
十
二
年
（
七
七
七
）
の
記
事
に
列
挙
さ
れ
た
、
元
宰
相
の
元
載
や
王
縉
（
王

維
の
弟
）
の
罪
の
取
り
調
べ
の
担
当
者
の
名
の
中
に
「
兵
部
侍
郎
袁
傪
」
が
含

ま
れ
る
こ
と
か
ら
確
認
で
き
る
。
同
巻
一
三
二
に
は
大
暦
十
四
年
、
太
廟
の
祭

祀
を
巡
り
、
兵
部
侍
郎
袁
傪
が
顔
真
卿
と
対
立
し
た
と
も
あ
り
、
正
史
に
は
管

見
の
限
り
こ
れ
以
降
の
袁
傪
に
関
わ
る
記
録
は
な
い
。 

『
全
唐
詩
』
に
は
袁
傪
の
詩
と
し
て
「
喜
陸
侍
御
破
石
埭
草
寇
東
峰
亭
賦
」

詩
と
「
東
峰
亭
同
劉
太
真
各
賦
一
物
得
垂
澗
藤
」
詩
（
８
）

の
二
首
が
採
録
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
二
首
は
い
ず
れ
も
宣
州
（
現
在
の
安
徽
省
南
東
部
）
の
水
西
寺

東
峰
亭
の
宴
で
作
ら
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。 

「
喜
陸
侍
御
破
石
埭
草
寇
東
峰
亭
賦
」
詩
は
陸
侍
御
が
石
埭
の
草
寇
（
反
乱
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軍
）
を
破
っ
た
功
績
を
喜
ぶ
と
の
詩
題
で
、
王
緯
、
蘇
㝢
、
崔
何
、
郭
澹
に
同

題
の
詩
が
残
る
。
大
暦
元
年
（
七
六
六
）
、
宣
州
・
石
埭
城
（
現
在
の
安
徽
省
）

の
戦
い
で
反
乱
軍
の
将
で
あ
る
方
清
が
死
に
、
反
乱
が
鎮
圧
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
詩
は
そ
の
祝
勝
の
宴
で
の
作
で
あ
ろ
う
。『
旧
唐
書
』
巻
一
五
〇
に

は
李
自
良
が
袁
傪
に
従
っ
て
饒
州
・
陳
荘
の
反
乱
鎮
圧
に
加
わ
り
、
功
績
を
挙

げ
た
と
あ
り
、
松
井
秀
一
「
八
世
紀
中
葉
頃
の
江
淮
の
叛
乱―

―

袁
晁
の
叛
乱

を
中
心
と
し
て―

―
」（
９
）

に
よ
れ
ば
方
清
の
反
乱
と
陳
荘
の
反
乱
は
ほ
ぼ
同
時

期
で
あ
る
の
で
、
袁
傪
は
袁
晁
の
反
乱
が
鎮
圧
さ
れ
た
七
六
四
年
以
降
も
陳
荘

の
反
乱
の
制
圧
に
関
わ
る
な
ど
、
江
淮
の
反
乱
鎮
圧
に
関
わ
り
、
そ
の
人
的
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
に
い
た
よ
う
で
あ
る
。 

松
井
の
前
掲
論
文
に
は
、
安
史
の
乱
が
鎮
圧
さ
れ
た
広
徳
元
年
（
七
六
三
）

以
降
、「
唐
王
朝
は
漸
く
全
力
を
傾
け
て
江
淮
の
農
民
反
乱
の
剿
滅
に
乗
り
出
す

事
が
出
来
た
」
、
「
し
か
も
討
伐
軍
の
将
帥
は
、
李
芃
・
張
伯
儀
・
袁
傪
・
鮑
防

等
当
代
一
流
の
人
物
で
」
あ
っ
た
と
し
、
江
淮
の
反
乱
が
数
年
の
う
ち
に
速
や

か
に
鎮
圧
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
唐
王
朝
か
ら
反
乱
鎮
圧
の
重
責
を
任
さ

れ
た
「
当
代
一
流
の
人
物
」
で
あ
り
、
最
終
的
に
兵
部
侍
郎
に
ま
で
出
世
し
た

袁
傪
は
、
軍
務
に
長
じ
た
人
物
で
あ
っ
た
と
み
て
い
い
だ
ろ
う
。 

天
宝
十
載
（
七
五
一
）
に
進
士
に
及
第
し
た
と
い
う
仮
定
に
大
過
が
な
け
れ

ば
、
七
六
三
年
に
す
で
に
御
史
中
丞
（
正
五
品
上
）
を
拝
命
し
て
い
る
袁
傪
の

官
歴
は
非
常
に
順
調
な
も
の
で
あ
ろ
う
。「
山
月
記
」
が
相
応
に
史
実
を
踏
ま
え

て
い
る
と
考
え
れ
ば
、
史
書
に
は
記
録
が
見
え
な
い
が
、
袁
傪
は
校
書
（
秘
書

省
・
正
九
品
上
）
、
畿
尉
（
正
九
品
下
）
を
経
て
、
数
年
の
う
ち
に
監
察
御
史
（
正

八
品
上
）
と
な
り
、
実
際
に
嶺
南
に
遣
わ
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
詩
人

と
し
て
も
有
名
な
銭
起
も
天
宝
十
載
の
進
士
で
あ
る
が
、
知
貢
挙
に
高
く
評
価

さ
れ
上
位
で
合
格
し
て
、
初
任
で
校
書
郎
（
正
九
品
上
）
を
授
か
っ
て
い
る
。

そ
の
後
、
蜀
に
派
遣
さ
れ
た
後
、
考
功
郎
中
（
吏
部
・
従
五
品
上
）
に
除
せ
ら

れ
て
い
る
（

10
）

な
ど
、
若
い
時
期
の
銭
起
は
天
宝
十
載
及
第
者
の
順
調
な
官
途

の
好
例
で
あ
ろ
う
。 

だ
が
、
進
士
に
合
格
す
れ
ば
誰
も
が
エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
に
乗
れ
る
わ
け
で
は

な
い
。
そ
も
そ
も
当
時
は
科
挙
出
身
者
を
は
じ
め
と
す
る
官
吏
候
補
に
対
し
て

ポ
ス
ト
が
足
り
な
い
状
況
に
あ
り
、
選
人
の
資
格
を
得
て
も
、
多
く
の
場
合
し

ば
ら
く
は
官
を
与
え
ら
れ
る
の
を
待
つ
期
間
が
あ
っ
た
。
後
述
す
る
が
杜
甫
は

天
宝
十
載
に
「
三
大
礼
賦
」
と
い
う
作
品
を
献
上
し
、
玄
宗
に
認
め
ら
れ
て
集

賢
院
の
待
制
と
な
り
、
翌
年
に
中
書
試
を
受
け
て
合
格
し
、
よ
う
や
く
官
吏
候

補
と
な
っ
た
。
集
賢
院
待
制
と
は
集
賢
院
に
待
機
す
る
の
が
役
目
の
、
実
質
的

に
は
仕
事
が
な
い
立
場
で
あ
る
。
当
時
は
一
般
に
待
機
期
間
が
三
年
あ
り
、
実

際
に
官
の
内
示
が
あ
っ
た
の
は
天
宝
十
四
載
十
月
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た

（

11
）
。
天
宝
十
四
載
十
一
月
に
安
史
の
乱
が
勃
発
し
、
お
そ
ら
く
は
そ
の
官
に

就
か
ず
に
終
わ
っ
て
い
る
。
「
李
徴
」
「
人
虎
伝
」
の
李
徴
が
、
進
士
に
及
第
し

て
か
ら
江
南
尉
を
与
え
ら
れ
る
ま
で
数
年
後
か
か
っ
た
と
あ
る
の
は
、
こ
の
待

機
期
間
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。 

た
だ
し
、
官
を
得
る
妨
げ
は
待
機
期
間
だ
け
で
は
な
い
。
天
宝
十
三
載
の
進

士
で
あ
る
元
結
は
、
知
貢
挙
に
高
く
評
価
さ
れ
、
制
科
（
皇
帝
の
行
う
特
別
試

験
）
に
推
挙
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
安
史
の
乱
の
混
乱
の
中
で
官
に
就
け

ず
に
い
た
。
の
ち
に
肅
宗
に
金
吾
兵
曹
参
軍
（
正
八
品
下
）
を
与
え
ら
れ
た
が

（

12
）
、
そ
れ
ま
で
に
及
第
か
ら
少
な
く
と
も
二
年
は
経
過
し
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
慢
性
的
な
ポ
ス
ト
の
不
足
に
起
因
す
る
待
選
に
加
え
、
安
史

の
乱
に
起
因
す
る
政
治
的
混
乱
が
生
じ
た
こ
と
で
、
お
そ
ら
く
天
宝
末
の
進
士

及
第
者
の
多
く
は
、
及
第
か
ら
数
年
の
間
、
非
常
に
不
遇
で
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
先
述
の
袁
傪
「
東
峰
亭
同
劉
太
真
各
賦
一
物
得
垂
澗
藤
」
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詩
に
名
の
見
え
る
劉
太
真
は
、『
旧
唐
書
』
に
伝
が
立
つ
ほ
ど
の
人
物
で
あ
る
が
、

そ
の
伝
に
よ
れ
ば
袁
傪
と
ほ
ぼ
同
時
期
「
天
宝
末
」
に
進
士
に
及
第
し
て
い
る

も
の
の
、
彼
の
官
歴
は
大
暦
年
間
（
七
六
六
か
ら
七
七
九
）
に
淮
南
節
度
使
陳

少
游
の
掌
書
記
か
ら
始
ま
る
（

13
）
。
松
井
秀
一
が
「
当
代
一
流
の
人
物
」
と
し
て

袁
傪
と
と
も
に
名
を
挙
げ
る
鮑
防
も
、「
天
宝
末
」
に
進
士
に
及
第
し
た
が
、『
旧

唐
書
』
の
伝
に
見
え
る
彼
の
官
歴
は
浙
東
観
察
使
薛
兼
訓
の
幕
僚
か
ら
で
あ
る

（

14
）
。
彼
ら
は
先
に
示
し
た
エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
に
は
乗
れ
な
か
っ
た
が
、
運
よ

く
地
方
の
軍
務
の
中
で
頭
角
を
現
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
当
然
、
エ

リ
ー
ト
コ
ー
ス
に
乗
れ
ず
、
地
方
で
頭
角
を
現
す
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
者
も

多
く
い
る
に
違
い
な
い
。 

「
李
徴
」
が
成
立
し
た
中
唐
の
こ
ろ
に
は
、
自
身
も
士
大
夫
で
あ
る
読
者
は

盛
唐
末
（
天
宝
末
）
か
ら
中
唐
初
期
に
か
け
て
の
、
多
く
の
進
士
及
第
者
が
陥

っ
た
窮
状
を
知
悉
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
一
方
に
は
エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
に
乗
れ

る
者
も
お
り
、
一
方
に
は
待
機
期
間
と
反
乱
の
影
響
で
官
を
得
損
ね
、
あ
る
い

は
意
に
染
ま
ぬ
低
い
官
し
か
得
ら
れ
な
か
っ
た
者
、
思
う
に
任
せ
ぬ
官
途
か
ら

脱
落
し
て
い
っ
た
者
も
い
た
は
ず
で
あ
る
。
当
時
の
読
者
に
と
っ
て
李
徴
の
官

途
へ
の
期
待
と
失
望
は
想
像
し
や
す
い
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。 

 

天
宝
十
載
以
降
に
進
士
に
及
第
し
た
者
の
中
に
も
こ
れ
だ
け
の
格
差
が
生
じ

る
の
で
あ
る
が
、
李
徴
の
挫
折
に
関
し
て
は
も
う
一
つ
重
要
な
要
素
を
加
味
す

る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
李
徴
」
「
人
虎
伝
」
に
共
通
し
、
「
山
月
記
」
で
は

除
か
れ
た
「
皇
族
子
」
と
い
う
李
徴
の
出
自
で
あ
る
。 

 

皇
族
出
身
と
は
い
え
皇
帝
と
の
血
縁
関
係
は
非
常
に
薄
く
、
立
身
出
世
に
直

接
結
び
つ
く
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
科
挙
を
受
け
た
の
で
あ
ろ
う

が
、
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
李
徴
か
ら
す
れ
ば
自
身
の
血
筋
は
誇
り
で
あ

っ
た
こ
と
だ
ろ
う
し
、
血
筋
に
よ
り
皇
帝
に
目
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
へ
の
一
抹

の
期
待
は
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
期
待
と
結
び
つ
く
存
在
と
し

て
、
同
時
代
の
「
皇
族
子
」
で
あ
る
李
勉
を
紹
介
し
た
い
。 

 

安
史
の
乱
勃
発
以
降
に
活
躍
し
た
「
皇
族
子
」
李
勉
（
七
一
七
か
ら
七
八
八
）

は
、
学
問
も
人
柄
も
非
常
に
優
れ
て
お
り
、
安
史
の
乱
の
さ
な
か
、
粛
宗
の
も

と
で
監
察
御
史
と
な
っ
て
い
る
。
中
央
と
地
方
の
官
を
行
き
来
し
、
先
述
の
江

淮
の
反
乱
に
も
大
き
な
功
績
を
挙
げ
、
御
史
大
夫
や
検
校
吏
部
尚
書
を
歴
任
し
、

死
後
、
人
臣
と
し
て
の
最
高
位
正
一
品
で
あ
る
太
傅
を
追
贈
さ
れ
て
い
る
。 

 

政
治
家
と
し
て
目
覚
ま
し
い
活
躍
を
し
、
高
く
評
価
さ
れ
た
李
勉
で
あ
る
が
、

安
史
の
乱
に
際
し
興
味
深
い
逸
話
が
あ
る
。
首
都
長
安
を
反
乱
軍
に
奪
わ
れ
、

粛
宗
が
霊
武
（
現
在
の
寧
夏
回
族
自
治
区
霊
武
県
）
に
い
た
至
徳
元
年
（
七
五

六
）
、
朝
廷
の
秩
序
は
乱
れ
、
皇
帝
に
対
す
る
尊
崇
が
薄
ら
ぐ
中
、
粛
宗
に
背
を

向
け
て
談
笑
し
て
い
た
将
軍
管
崇
嗣
を
、
監
察
御
史
（
正
八
品
上
）
で
あ
っ
た

李
勉
が
糾
弾
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
罪
に
問
わ
れ
た
管
崇
嗣
を
粛
宗
は
赦
免
し

た
が
、
そ
の
と
き
粛
宗
は
「
李
勉
の
お
か
げ
で
皇
帝
が
い
か
に
尊
い
も
の
で
あ

る
か
理
解
で
き
た
」
と
述
べ
、
李
勉
を
司
膳
員
外
郎
（
従
六
品
上
）
に
取
り
立

て
て
い
る
（

15
）
。
皇
帝
の
威
光
を
取
り
戻
す
べ
く
将
軍
を
糾
弾
し
て
肅
宗
を
感

激
さ
せ
、
反
乱
の
鎮
圧
に
功
を
挙
げ
て
王
朝
の
安
定
に
貢
献
し
た
李
勉
の
生
き

方
は
、
皇
帝
を
輔
弼
す
る
「
皇
族
子
」
の
面
目
躍
如
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
李

勉
の
抜
擢
は
、
唐
王
朝
の
権
威
が
失
墜
し
、
皇
帝
す
ら
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
か

ね
な
い
時
代
な
ら
で
は
の
美
談
で
あ
り
、
実
際
に
は
李
徴
を
含
め
た
多
く
の
「
皇

族
子
」
に
と
っ
て
、
当
時
は
生
き
づ
ら
い
時
代
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。 

 

李
徴
と
同
時
代
に
生
き
、
自
身
の
才
能
で
政
治
家
と
し
て
出
世
し
た
「
皇
族

子
」
は
李
勉
だ
け
で
は
な
い
が
、
世
に
名
を
残
す
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
終
わ

っ
た
「
皇
族
子
」
は
成
功
し
た
者
た
ち
よ
り
も
は
る
か
に
多
い
だ
ろ
う
。
李
徴

は
多
く
の
名
も
無
き
「
皇
族
子
」
の
一
人
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
だ
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か
ら
こ
そ
、
唐
代
に
「
李
徴
」
を
読
ん
だ
人
々
は
、「
皇
族
子
」
と
い
う
李
徴
の

出
自
か
ら
、
李
徴
の
挫
折
と
失
望
と
を
よ
り
深
く
感
じ
取
る
こ
と
と
な
っ
た
の

で
は
な
い
か
。 

こ
の
よ
う
に
、
「
李
徴
」
が
成
立
し
た
中
唐
ご
ろ
の
人
々
に
と
っ
て
、
「
皇
族

子
」
で
あ
り
な
が
ら
進
士
及
第
後
数
年
の
待
機
を
経
て
江
南
尉
し
か
与
え
ら
れ

な
か
っ
た
と
い
う
李
徴
の
処
遇
が
、
い
か
に
彼
の
自
負
を
傷
つ
け
た
か
は
説
明

す
る
ま
で
も
な
い
自
明
の
状
況
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
は
、
天
宝
十
載
の
進
士
及

第
者
で
あ
る
李
徴
が
官
を
与
え
ら
れ
る
ま
で
に
数
年
を
要
し
た
の
で
あ
れ
ば
、

彼
の
官
途
に
安
史
の
乱
と
そ
れ
に
伴
う
社
会
的
・
経
済
的
混
乱
が
影
を
落
と
す

こ
と
も
、
唐
人
に
と
っ
て
は
自
明
の
こ
と
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
同
時
代
の

人
々
に
は
自
明
で
あ
る
が
ゆ
え
に
描
か
れ
な
か
っ
た
期
待
と
挫
折
は
、
し
か
し

「
人
虎
伝
」
「
山
月
記
」
と
変
化
し
て
い
く
中
で
自
明
の
も
の
で
は
な
く
な
り
、

生
々
し
さ
を
失
っ
て
い
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
物
語
は
李
徴
の
挫
折

が
な
く
て
は
始
ま
ら
な
い
。
必
ず
李
徴
の
挫
折
が
読
者
に
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
で
は
同
時
代
人
に
共
有
さ
れ
た
生
々
し
さ
を
失
っ
た
時
代
に
描
か

れ
た
李
徴
の
挫
折
は
ど
う
変
化
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、

次
章
で
は
「
山
月
記
」
に
見
え
る
李
徴
の
期
待
と
失
望
に
つ
い
て
考
え
て
み
た

い
。 

三 

「
山
月
記
」
読
者
に
お
け
る
李
徴
の
理
想
と
挫
折 

「
山
月
記
」
は
盛
唐
か
ら
中
唐
へ
と
変
化
し
て
い
く
社
会
を
時
代
背
景
と
し

た
物
語
で
あ
る
。
「
は
じ
め
に
」
に
引
い
た
小
森
の
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
、
「
古

譚
」
は
歴
史
を
踏
ま
え
た
物
語
群
で
あ
り
、
他
の
物
語
で
は
史
実
が
物
語
の
中

で
は
っ
き
り
と
語
ら
れ
て
い
る
。
「
山
月
記
」
に
お
い
て
も
「
「
天
宝
」
と
い
う

年
号
の
背
後
」
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
小
森
の
想
定
は
卓
見
で
あ
ろ
う
。

だ
が
、
果
た
し
て
そ
こ
で
読
み
取
る
べ
き
歴
史
背
景
が
小
森
の
述
べ
る
よ
う
な

「
内
乱
に
至
る
権
力
闘
争
」
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
検
討
の
余
地
が

あ
る
。 

前
章
で
は
、
唐
人
が
李
徴
の
挫
折
を
想
像
す
る
上
で
、
着
任
の
遅
さ
や
「
皇

族
子
」
へ
の
言
及
が
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
と
こ

ろ
が
そ
の
二
点
は
「
山
月
記
」
に
お
い
て
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
に
代
わ
り
前

面
に
押
し
出
さ
れ
て
く
る
の
は
詩
人
と
し
て
名
を
成
し
た
い
と
い
う
、
李
徴
の

悲
願
で
あ
る
。「
下
吏
と
な
っ
て
長
く
膝
を
俗
悪
な
大
官
の
前
に
屈
す
る
よ
り
は
、

詩
家
と
し
て
の
名
を
死
後
百
年
に
遺
そ
う
と
し
た
」
李
徴
は
、「
詩
人
に
成
り
そ

こ
な
っ
て
虎
に
な
っ
た
哀
れ
な
男
」
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
な
が
ら
、「
こ
ん
な

あ
さ
ま
し
い
身
と
成
り
果
て
た
今
で
も
、
己
は
、
己
の
詩
集
が
長
安
風
流
人
士

の
机
の
上
に
置
か
れ
て
い
る
様
を
、
夢
に
見
る
」
と
語
る
。 

唐
代
に
は
詩
人
は
職
業
で
は
な
く
、
詩
は
士
大
夫
の
誰
も
が
嗜
む
も
の
で
あ

っ
た
が
、
確
か
に
詩
に
巧
み
で
あ
る
こ
と
は
名
声
に
つ
な
が
り
、
詩
に
よ
っ
て

後
世
に
名
を
遺
す
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
。
実
際
、
現
代
に
広
く
名
を
知
ら
れ

る
唐
人
の
多
く
は
詩
人
と
し
て
名
を
遺
し
た
者
た
ち
で
あ
る
。「
山
月
記
」
に
お

い
て
中
島
敦
が
、
自
身
の
漢
籍
へ
の
深
い
造
詣
に
基
づ
き
、
唐
王
朝
の
権
力
闘

争
や
安
史
の
乱
の
混
乱
で
は
な
く
、
李
徴
の
葛
藤
と
し
て
、
詩
家
と
し
て
名
を

遺
す
こ
と
へ
の
執
着
を
掘
り
下
げ
て
描
い
た
背
景
に
も
、
こ
の
よ
う
な
天
宝
の

イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
こ
と
を
想
定
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
中

島
敦
に
と
っ
て
の
天
宝
が
詩
人
た
ち
の
時
代
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
李
徴
の
挫

折
を
詩
人
と
し
て
の
挫
折
に
変
化
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
。「
天
宝
」
の
末
、
つ

ま
り
安
史
の
乱
前
後
の
時
代
は
、
李
白
・
王
維
・
杜
甫
ら
有
名
な
詩
人
た
ち
が

生
き
て
い
た
時
代
で
あ
り
、
か
つ
、
白
居
易
「
長
恨
歌
」
で
描
か
れ
る
楊
貴
妃

の
死
も
ま
さ
し
く
天
宝
最
後
の
年
の
で
き
ご
と
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
当
時
の
読
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者
に
は
「
天
宝
」
の
語
か
ら
天
宝
の
詩
人
た
ち
を
想
起
し
た
者
も
多
く
い
た
だ

ろ
う
。 

先
述
し
た
通
り
、
杜
甫
は
天
宝
十
載
に
文
学
作
品
「
三
大
礼
賦
」
を
献
上
し
、

玄
宗
に
認
め
ら
れ
て
集
賢
院
待
制
と
な
っ
た
。
そ
の
後
の
杜
甫
の
人
生
を
『
杜

甫
全
詩
訳
注
（
四
）
』
の
「
杜
甫
年
譜
」
に
従
っ
て
簡
潔
に
ま
と
め
た
い
。
な
お
、

※
は
中
川
諭
「
高
等
学
校
「
古
典
・
漢
文
」
教
材
と
し
て
の
中
国
古
典
詩
の
活

用
」
に
挙
げ
ら
れ
た
教
科
書
に
見
え
る
杜
甫
の
詩
で
あ
る
。 

天
宝
十
載 

 

集
賢
院
待
制
と
な
る 

天
宝
十
一
載 

選
人
と
な
る 

 
 

 
 

 
 

天
宝
十
四
載
ま
で
様
々
な
有
力
者
に
引
き
立
て
を
願
う
詩

を
贈
る 

天
宝
十
四
載 

同
州
馮
翊
郡
河
西
県
（
現
在
の
陝
西
省
渭
南
市
合
陽
県
）
の

尉
を
授
け
ら
れ
る
が
辞
退
し
、
右
衛
率
府
兵
曹
参
軍
（
従
八
品

下
）
を
授
け
ら
れ
る 

 
 

 
 

 

奉
先
（
現
在
の
陝
西
省
蒲
城
県
）
に
疎
開
し
て
い
る
家
族
の
も

と
に
赴
く 

 
 

 
 

 

十
一
月
、
安
史
の
乱
勃
発 

天
宝
十
五
載
・
至
徳
元
年 

 
 

 
 

 

家
族
を
連
れ
て
鄜
州
（
現
在
の
陝
西
省
富
県
）
に
疎
開 

 
 

 
 

 

六
月
、
長
安
陥
落 

 
 

 
 

 

反
乱
軍
に
捕
ら
え
ら
れ
、
単
身
長
安
に
連
行
さ
れ
る 

 
 

 
 

 

※
八
月
、
「
月
夜
」
詩
を
作
る 

至
徳
二
年 

※
春
、
「
春
望
」
詩
を
作
る 

 
 

 
 

 

四
月
、
長
安
を
脱
出
し
鳳
翔
の
粛
宗
の
も
と
へ
至
る 

 
 

 
 

 

五
月
、
左
拾
遺
（
従
八
品
上
）
を
授
け
ら
れ
る
も
、
長
安
奪
還

戦
の
敗
北
を
咎
め
ら
れ
た
元
宰
相
房
琯
を
庇
い
、
粛
宗
の
逆
鱗

に
触
れ
る 

 
 

 
 

 

十
月
、
長
安
が
奪
還
さ
れ
、
朝
廷
は
長
安
に
戻
る 

至
徳
三
年
・
乾
元
元
年 

 
 

 
 

 

六
月
、
房
琯
派
が
一
斉
に
左
遷
さ
れ
、
杜
甫
も
華
州
（
現
在
の

陝
西
省
渭
南
市
華
州
）
の
司
功
参
軍
に
左
遷
さ
れ
る 

乾
元
二
年 

※
春
、
「
石
豪
吏
」
詩
を
作
る 

 
 

 
 

 

七
月
、
華
州
司
功
参
軍
を
辞
職
ま
た
は
罷
免 

 
 

 
 

 

家
族
と
と
も
に
秦
州
に
向
か
う 

 
 

 
 

 

※
秋
、
「
月
夜
憶
舎
弟
」
詩
を
作
る 

以
降
、
杜
甫
は
、
旅
と
定
住
と
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
七
七
〇
年
に
五
十
九

歳
で
生
涯
を
終
え
る
ま
で
実
際
に
官
に
就
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。 

「
三
大
礼
賦
」
を
玄
宗
に
認
め
ら
れ
た
天
宝
十
載
の
時
点
で
杜
甫
は
四
十
歳

で
あ
る
の
で
、
若
く
し
て
進
士
に
及
第
し
た
李
徴
と
は
世
代
的
に
異
な
っ
て
い

る
が
、「
天
宝
の
末
年
」
ご
ろ
に
官
吏
候
補
と
な
っ
た
と
い
う
点
で
は
軌
を
一
に

す
る
。
さ
ら
に
は
官
途
に
就
い
た
も
の
の
、
地
方
官
の
職
に
満
足
で
き
ず
、
安

史
の
乱
の
さ
な
か
に
職
を
擲
ち
、
そ
れ
以
降
、
官
職
に
就
か
な
か
っ
た
と
い
う

点
、
詩
を
作
り
続
け
た
と
い
う
点
で
も
一
致
す
る
。「
山
月
記
」
に
お
け
る
李
徴

が
官
途
に
失
望
し
て
後
、
詩
人
を
志
し
た
と
描
か
れ
る
と
き
、
中
島
敦
の
脳
裏

に
は
、
天
宝
の
末
ご
ろ
に
政
治
家
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
な
が
ら
、
激
動
す
る

時
代
の
中
で
思
う
に
任
せ
ず
、
詩
の
中
に
苦
し
み
を
詠
い
続
け
た
詩
人
た
ち
、

例
え
ば
杜
甫
な
ど
へ
の
連
想
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

李
徴
は
才
能
を
持
ち
な
が
ら
、
詩
人
に
成
り
そ
こ
な
っ
た
男
で
あ
っ
た
が
、

後
世
で
は
高
い
評
価
を
受
け
る
杜
甫
も
同
時
代
的
に
お
い
て
は
詩
人
と
し
て
さ

ほ
ど
高
い
評
価
を
受
け
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
杜
甫
の
詩
集
は
杜
甫
の
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死
の
直
後
に
は
あ
る
程
度
長
江
流
域
に
流
布
し
て
い
た
と
さ
れ
て
お
り
（

16
）
、

杜
甫
の
生
前
に
「
長
安
風
流
人
士
の
机
の
上
に
置
か
れ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と

も
あ
り
え
な
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
が
、
詩
に
よ
っ
て
高
い
評
価
を
得
た
同
時

代
の
詩
人
と
し
て
、
李
徴
が
「
こ
の
よ
う
に
な
り
た
い
」
と
い
う
憧
れ
を
抱
く

と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
杜
甫
よ
り
も
む
し
ろ
李
白
や
王
維
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。 

李
白
は
七
〇
一
年
ご
ろ
の
生
ま
れ
で
あ
る
。
科
挙
は
受
け
な
か
っ
た
よ
う
で
、

若
い
こ
ろ
蜀
の
地
を
旅
立
っ
て
か
ら
ほ
と
ん
ど
定
住
す
る
こ
と
な
く
各
地
を
巡

り
、
時
の
宰
相
で
あ
る
賀
知
章
ら
の
引
き
立
て
を
得
て
、
天
宝
元
年
（
七
四
二
）
、

玄
宗
に
仕
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
意
気
投
合
し
て
酒
を
酌
み
交
わ
し
た
宰
相
賀

知
章
は
李
白
を
「
謫
仙
」
と
評
し
た
。
も
と
も
と
仙
人
で
あ
っ
た
が
罪
を
犯
し

て
地
上
に
貶
と
さ
れ
た
か
の
よ
う
な
、
類
ま
れ
な
る
才
能
を
備
え
た
、
し
か
し

地
上
の
規
範
か
ら
は
大
い
に
逸
脱
し
た
人
物
と
い
う
よ
う
な
評
価
で
あ
ろ
う
。

玄
宗
に
も
そ
の
才
能
を
愛
さ
れ
、
翰
林
供
奉
と
い
う
官
を
与
え
ら
れ
る
。
こ
れ

は
皇
帝
ら
の
求
め
に
応
じ
て
詩
文
を
献
上
す
る
官
で
あ
っ
た
。
政
治
家
と
し
て

の
手
腕
を
揮
う
つ
も
り
で
あ
っ
た
李
白
と
し
て
は
納
得
が
い
か
な
い
役
目
で
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
玄
宗
が
評
価
し
た
の
は
李
白
の
詩
文
の
才
能
だ
け
で

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
周
囲
と
の
軋
轢
も
大
き
く
、
本
人
も
嫌
気
が
さ
し
た
も
の

か
、
李
白
は
一
年
余
り
で
長
安
を
離
れ
、
ま
た
旅
の
生
活
に
戻
っ
て
い
く
こ
と

に
な
る
。 

王
維
も
李
白
と
同
じ
こ
ろ
に
生
ま
れ
て
い
る
。
王
維
は
七
三
一
年
ご
ろ
進
士

に
及
第
し
て
、
紆
余
曲
折
を
経
て
給
事
中
（
正
五
品
上
）
に
ま
で
出
世
し
た
人

物
で
あ
る
が
、
若
い
こ
ろ
か
ら
詩
人
と
し
て
も
名
声
を
博
し
て
い
た
。『
旧
唐
書
』

に
見
え
る
王
維
の
伝
に
よ
れ
ば
、
諸
王
や
駙
馬
（
皇
帝
の
婿
）
を
は
じ
め
と
す

る
当
時
の
有
力
者
た
ち
は
王
維
や
そ
の
兄
弟
の
訪
問
を
大
い
に
喜
び
、
寧
王
（
玄

宗
の
兄
）
や
薛
王
（
玄
宗
の
甥
）
は
王
維
を
師
で
あ
り
友
で
あ
る
よ
う
に
敬
っ

た
と
い
う
（

17
）
。
ま
た
代
宗
（
在
位
七
六
二
か
ら
七
七
九
）
は
宰
相
王
縉
（
王
維

の
弟
）
に
対
し
、
王
維
は
天
宝
を
代
表
す
る
詩
人
で
あ
る
と
称
え
、
い
く
ら
か

で
も
王
維
の
作
品
を
持
っ
て
い
る
な
ら
献
上
せ
よ
と
命
じ
て
い
る
（

18
）
。 

孟
浩
然
は
王
維
、
李
白
よ
り
十
歳
ほ
ど
年
上
で
あ
る
が
、
科
挙
な
ど
を
受
験

し
な
か
っ
た
、
非
常
に
自
由
な
人
物
の
よ
う
で
あ
る
。
李
白
に
非
常
に
尊
敬
さ

れ
て
お
り
（

19
）
、
王
維
ら
と
も
友
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
孟
浩
然
が
四
十
歳
の
と

き
、
王
維
が
役
所
内
に
孟
浩
然
を
招
き
入
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
と
き
た
ま

た
ま
玄
宗
が
役
所
を
訪
れ
、
王
維
は
孟
浩
然
が
来
て
い
る
こ
と
を
玄
宗
に
告
げ

た
と
こ
ろ
、
噂
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
が
会
っ
た
こ
と
が
な
い
、
か
し
こ
ま
ら

ず
に
出
て
ま
い
れ
と
お
目
通
り
が
許
さ
れ
、
自
身
の
詩
を
披
露
す
る
よ
う
命
じ

ら
れ
て
い
る
（

20
）
。
そ
の
と
き
披
露
し
た
詩
が
玄
宗
の
気
に
入
ら
ず
、
彼
は
仕
官

の
機
会
を
逃
す
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
詩
の
才
能
に
よ
っ
て
皇
帝
に
知
ら
れ
、

詩
を
披
露
す
る
こ
と
で
官
途
が
開
け
る
可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
天
宝
の
前
半
ま
で
に
は
、
優
れ
た
詩
の
才
能
を
持
つ
者
た
ち

が
、
そ
の
才
能
に
よ
っ
て
有
力
者
た
ち
に
愛
さ
れ
、
も
て
は
や
さ
れ
て
い
た
こ

と
、
李
白
や
孟
浩
然
の
よ
う
に
詩
人
と
し
て
の
名
声
に
よ
っ
て
皇
帝
に
お
目
通

り
が
許
さ
れ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
仕
官
の
道
も
開
け
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。 

 

図
１
は
孟
浩
然
、
王
維
、
李
白
、
杜
甫
、
白
居
易
の
生
没
年
に
安
史
の
乱
を

重
ね
た
も
の
で
あ
る
。 

王
維
や
李
白
は
活
躍
時
期
が
早
い
こ
と
か
ら
開
元
天
宝
の
栄
華
を
満
喫
し
、

そ
の
時
代
の
作
品
も
多
く
残
る
の
に
対
し
、
杜
甫
は
そ
の
人
生
に
お
い
て
こ
れ

か
ら
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
安
史
の
乱
に
遭
遇
し
、
彼
の
代
表
作
の
大
半
は
安

史
の
乱
勃
発
以
降
（
天
宝
以
降
）
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
中
唐
・
白
居
易
「
長

恨
歌
」
な
ど
に
も
詠
わ
れ
る
楊
貴
妃
の
死
は
天
宝
十
五
載
の
こ
と
で
あ
り
、
安

史
の
乱
に
よ
る
泰
平
の
喪
失
を
示
す
象
徴
的
な
出
来
事
で
あ
る
。
詩
に
基
づ
い
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て
李
徴
の
生
き
た
時
代
を
想
像
し
た
と
き
や
は
り
天
宝
末
が
分
水
嶺
と
な
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。 

                       

 

図
１
に
は
作
品
か
ら
推
定
さ
れ
る
李
徴
の
生
没
年
を
添
え
て
あ
る
。
天
宝
の

末
に
若
く
し
て
科
挙
に
及
第
し
た
李
徴
は
、
一
世
代
上
の
王
維
や
李
白
の
輝
か

し
い
詩
人
と
し
て
の
名
声
に
憧
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
可
能
で
あ
っ
た
時
代

は
す
で
に
過
去
の
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
安
史
の
乱
の
さ
な
か
の
不
安
定
な
社

会
に
お
い
て
、
杜
甫
ら
詩
人
た
ち
は
そ
の
苦
し
み
を
詠
い
、
報
わ
れ
な
い
不
遇

を
嘆
き
続
け
て
い
る
。
安
史
の
乱
の
勃
発
す
る
「
天
宝
の
末
年
」
に
科
挙
及
第

を
設
定
さ
れ
た
「
山
月
記
」
の
李
徴
が
、
詩
人
と
し
て
の
苦
悩
を
背
負
っ
た
存

在
と
な
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
「
天
宝
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
背
景
に
し
て
い
る
と

考
え
れ
ば
わ
か
り
や
す
い
。 

「
山
月
記
」
の
時
代
背
景
に
は
当
然
小
森
の
述
べ
る
よ
う
な
「
内
乱
に
至
る

権
力
闘
争
」
は
包
含
さ
れ
て
い
る
が
、
少
な
く
と
も
「
天
宝
の
末
年
」
の
語
に

よ
っ
て
中
島
が
想
定
し
、
昭
和
二
十
年
代
当
時
の
「
山
月
記
」
の
読
者
層
に
直

接
的
に
喚
起
さ
れ
た
の
は
、
繁
栄
を
極
め
た
時
代
が
一
転
し
、
内
乱
に
よ
っ
て

生
じ
る
様
々
な
社
会
的
・
経
済
的
混
乱
の
不
条
理
に
人
々
こ
と
に
詩
人
た
ち
が

翻
弄
さ
れ
た
時
代
の
印
象
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
自
身
も
戦

争
の
時
代
に
生
き
、
小
説
を
書
き
、
漢
詩
を
作
り
な
が
ら
、
文
学
者
と
し
て
名

を
死
後
百
年
に
遺
し
た
中
島
敦
の
自
意
識
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
か
は
本
論
で

は
措
く
。
し
か
し
、
唐
代
伝
奇
「
李
徴
」
や
清
代
「
人
虎
伝
」
に
は
な
い
、
李

徴
の
詩
へ
の
執
着
が
「
山
月
記
」
に
お
い
て
独
自
に
掘
り
下
げ
ら
れ
て
い
る
こ

と
は
、
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

お
わ
り
に 

第
三
章
で
論
じ
て
き
た
よ
う
に
「
山
月
記
」
の
「
天
宝
の
末
年
」
を
実
在
す

る
詩
人
の
苦
悩
を
踏
ま
え
て
理
解
す
る
と
き
、
教
材
と
し
て
の
「
山
月
記
」
は
、
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李
白
や
杜
甫
な
ど
天
宝
年
間
の
作
品
を
中
心
と
す
る
漢
詩
教
材
と
関
連
付
け
て

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

王
維
、
李
白
、
杜
甫
、
白
居
易
の
教
科
書
に
載
る
作
品
の
う
ち
、
明
確
に
安

史
の
乱
が
影
を
落
と
し
て
い
る
も
の
は
、
杜
甫
の
詩
と
白
居
易
「
長
恨
歌
」
の

み
で
あ
る
（
21

）
。
早
熟
な
詩
人
で
あ
っ
た
王
維
や
李
白
と
晩
成
の
詩
人
で
あ
っ

た
杜
甫
の
年
齢
差
は
十
歳
ほ
ど
し
か
な
い
が
、
そ
の
代
表
作
に
見
え
る
安
史
の

乱
の
影
響
の
多
寡
は
、
教
科
書
採
録
の
詩
に
も
如
実
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
い
え
ば
、
百
人
一
首
に
も
採
ら
れ
て
い
る
阿
倍
仲
麻
呂
は
、
王
維
や
李
白

と
同
世
代
で
交
流
も
あ
り
、
玄
宗
か
ら
も
気
に
入
ら
れ
て
い
た
。
阿
倍
仲
麻
呂

も
盛
唐
の
華
や
か
な
時
代
か
ら
安
史
の
乱
の
過
酷
な
時
代
ま
で
を
、
唐
の
地
で

生
き
抜
い
た
李
徴
よ
り
や
や
世
代
が
上
の
同
時
代
人
な
の
で
あ
る
。 

「
山
月
記
」
と
漢
詩
は
、
現
代
文
と
古
典
と
い
う
切
り
離
さ
れ
た
ジ
ャ
ン
ル

の
教
材
で
あ
り
、
結
び
つ
け
て
捉
え
る
試
み
は
多
く
は
行
わ
れ
て
い
な
い
と
思

わ
れ
る
（
22
）
。
し
か
し
李
徴
と
袁
傪
が
生
き
た
時
代
を
知
り
、
李
徴
の
挫
折
の

背
景
に
あ
る
も
の
を
知
る
こ
と
は
、「
山
月
記
」
の
読
み
を
深
め
て
い
く
一
つ
の

手
だ
て
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
同
時
に
、「
山
月
記
」
に
中
島
敦
が
描
き
出
そ
う

と
し
た
李
徴
た
ち
生
々
し
い
人
間
の
営
み
が
、
実
在
の
唐
代
詩
人
の
人
生
を
具

体
的
に
思
い
描
く
手
が
か
り
を
、
生
徒
た
ち
に
与
え
る
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ

な
い
。
何
よ
り
、
こ
の
「
天
宝
の
末
年
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
に
よ
り
、
全
く

異
な
る
教
材
が
結
び
つ
い
て
い
く
こ
と
は
、
生
徒
た
ち
に
新
鮮
な
驚
き
を
与
え

る
の
で
は
な
い
か
。 

以
上
に
、
李
徴
の
人
生
を
、
唐
代
の
人
々
が
ど
の
よ
う
に
想
像
し
た
か
、
中

島
敦
が
「
山
月
記
」
に
ど
の
よ
う
に
描
こ
う
と
し
、
当
時
の
読
者
が
ど
の
よ
う

に
想
像
し
た
か
に
つ
い
て
、
李
徴
の
科
挙
及
第
の
時
期
か
ら
論
じ
た
。
そ
し
て
、

唐
代
に
お
い
て
は
安
史
の
乱
で
翻
弄
さ
れ
た
者
た
ち
の
官
途
の
困
難
が
中
心
的

に
想
像
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
に
対
し
、「
山
月
記
」
に
お
い
て
は
葛
藤
を
詩
に

焦
点
化
し
た
こ
と
で
杜
甫
ら
詩
人
た
ち
の
人
生
と
重
ね
合
わ
さ
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
き
た
。
こ
の
前
提
が
成
り
立
つ
の
で
あ
れ
ば
、

「
山
月
記
」
と
漢
詩
を
結
び
付
け
て
学
ぶ
こ
と
は
双
方
の
理
解
を
深
め
る
上
で

有
効
で
あ
ろ
う
。 

本
論
で
は
「
山
月
記
」
と
漢
詩
を
結
び
付
け
て
学
ぶ
と
い
う
指
針
の
提
案
に

と
ど
ま
っ
て
お
り
、
具
体
的
な
授
業
の
提
案
に
ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た
。
異
な

る
教
材
を
結
び
付
け
て
、
よ
り
面
白
い
授
業
を
作
り
出
し
て
い
く
た
め
に
ど
う

し
た
ら
い
い
か
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
て
い
き
た
い
。 

 注 （
１
）
大
修
館
書
店
、
二
〇
一
三
年
。 

（
２
）
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
九
八
年
。 

（
３
）
中
川
諭
「
高
等
学
校
「
古
典
・
漢
文
」
教
材
と
し
て
の
中
国
古
典
詩
の
活
用
」（
『
教

職
課
程
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
二
号
、
二
〇
一
七
年
）
に
よ
れ
ば
、
国
語
総
合
（
教
育
出
版
、

三
省
堂
、
第
一
学
習
社
、
大
修
館
、
筑
摩
書
房
）
、
古
典
ま
た
は
古
典
Ｂ
（
教
育
出
版
、

三
省
堂
、
第
一
学
習
社
、
東
京
書
籍
）
の
教
科
書
に
見
え
る
全
八
十
二
首
の
漢
詩
の
う

ち
、
天
宝
年
間
前
後
の
詩
（
盛
唐
詩
）
は
三
十
七
首
に
の
ぼ
る
。 

（
４
）
『
新
唐
書
』
巻
「
封
演
『
古
今
年
号
録
』
一
巻
、
天
宝
末
進
士
第
」
と
あ
る
。 

（
５
）『
登
科
記
考
』
に
よ
れ
ば
天
宝
十
載
、
十
一
載
の
知
貢
挙
は
兵
部
侍
郎
李
麟
で
あ
り
、

礼
部
侍
郎
楊
浚
が
知
貢
挙
で
あ
っ
た
の
は
天
宝
十
二
載
か
ら
十
五
載
と
な
っ
て
い
る
。 

（
６
）
『
旧
唐
書
』
巻
一
五
六
「
広
徳
中
、
草
賊
袁
晁
起
乱
台
州
、
連
結
郡
県
、
積
衆
二
十

万
、
尽
有
浙
江
之
地
。
御
史
中
丞
袁
傪
東
討
、
奏
棲
曜
与
李
長
為
偏
将
、
聯
日
十
余
戦
、

生
擒
袁
晁
，
収
復
郡
邑
十
六
、
授
常
州
別
駕
、
浙
西
都
知
兵
馬
使
。
」 

（
７
）
『
全
唐
文
』
巻
三
八
四
「
臣
等
伏
見
、
河
南
副
元
帥
行
軍
司
馬
、
太
子
右
庶
子
、
兼
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御
史
中
丞
袁
傪
露
布
奏
。
」 

（
８
）
『
全
唐
詩
』
に
「
東
峰
亭
各
賦
一
物
」
な
ど
同
時
の
作
と
思
わ
れ
る
詩
題
の
詩
を
残

す
の
は
李
岑
、
劉
太
真
、
王
緯
、
袁
邕
、
蘇
㝢
、
崔
何
、
郭
澹
、
高
傪
の
八
名
で
あ
る
。

ま
た
、
北
宋
・
梅
尭
臣
が
袁
傪
を
加
え
た
九
名
の
詩
を
踏
ま
え
、
「
擬
水
西
寺
東
峰
亭

九
詠
」
と
い
う
九
首
の
連
作
を
作
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
は
、
袁
傪
ら
の
詩
が
同
時
の
作

で
あ
る
と
後
世
見
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
高
傪
は
前
述
の
独
孤
及
「
賀
袁
傪

破
賊
表
」
に
も
名
が
見
え
る
。 

（
９
）
『
北
大
史
学
』
二
号
、
一
九
五
四
年
。 

（
10
）
『
唐
才
子
伝
』
巻
二
「
銭
起
、
字
仲
文
吳
興
人
。
天
宝
十
年
李
巨
卿
榜
及
第
、
少
聡

敏
、
承
郷
曲
之
誉
。
（
中
略
）
遂
擢
置
高
第
、
釈
褐
、
授
校
書
郎
。
嘗
採
箭
竹
奉
使
入

蜀
、
除
考
功
郎
中
。
」 

（
11
）
下
定
雅
弘
・
松
原
朗
編
『
杜
甫
全
詩
訳
注
（
四
）
』（
講
談
社
、
二
〇
一
六
年
）
の
「
杜

甫
年
譜
」
（
古
川
末
喜
執
筆
）
に
よ
る
。 

（
12
）
『
唐
才
子
伝
』
巻
三
「
少
不
羈
弱
冠
始
折
節
読
書
天
宝
十
三
年
進
士
。
礼
部
侍
郎
楊

浚
見
其
文
曰
、
一
第
慁
子
耳
。
遂
擢
高
品
、
後
挙
制
科
。
会
天
下
乱
沈
浮
人
間
、
蘇
源

明
薦
於
肅
宗
授
右
金
吾
兵
曹
。
累
遷
御
史
」
、『
新
唐
書
』
巻
一
四
三
の
伝
に
も
ほ
ぼ
同

文
の
記
事
が
見
え
る
が
科
挙
の
及
第
年
に
つ
い
て
は
「
天
宝
十
二
載
」
に
作
る
。 

（
13
）
『
旧
唐
書
』
巻
一
三
七
「
天
宝
末
挙
進
士
。
大
暦
中
、
為
淮
南
節
度
使
陳
少
遊
掌
書

記
。
」 

（
14
）『
旧
唐
書
』
巻
一
四
六
「
天
宝
末
挙
進
士
、
為
浙
東
観
察
使
薛
兼
訓
従
事
。
」
な
お
『
唐

才
子
伝
』
巻
三
の
鮑
防
項
は
天
宝
十
二
載
の
進
士
で
あ
る
と
す
る
（
天
宝
十
二
年
楊
伊

儇
榜
進
士
）
。 

（
15
）
『
旧
唐
書
』
巻
三
四
に
よ
れ
ば
天
宝
十
一
載
か
ら
至
徳
二
載
ま
で
の
間
、
膳
部
は
司

膳
と
改
称
し
て
お
り
、
膳
部
員
外
郎
は
同
巻
四
三
に
よ
れ
ば
従
六
品
上
。 

（
16
）
『
銭
注
杜
詩
』
附
録
に
引
く
唐
・
樊
晃
「
杜
工
部
小
集
序
」
の
「
文
集
六
十
巻
、
行

于
江
漢
之
南
」
に
拠
る
。
長
谷
部
剛
は
『
杜
甫
詩
文
集
の
形
成
に
関
す
る
文
献
学
的
研

究
』
（
関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
九
年
）
第
一
章
「
東
大
に
お
け
る
杜
甫
詩
集
の
集

成
と
流
伝
」
に
よ
れ
ば
こ
の
序
の
成
立
は
大
暦
五
、
六
年
（
七
七
〇
、
七
七
一
）
で
あ

り
、
長
谷
部
は
大
暦
五
年
に
没
し
た
杜
甫
が
生
前
に
自
身
で
詩
集
を
編
纂
し
た
可
能

性
を
指
摘
し
て
い
る
。 

（
17
）『
旧
唐
書
』
巻
一
九
〇
「
文
苑
伝
下
」「
維
以
詩
名
盛
於
開
元
、
天
宝
間
、
昆
仲
宦
遊

両
都
。
凡
諸
王
駙
馬
豪
右
貴
勢
之
門
、
無
不
払
席
迎
之
。
寧
王
、
薛
王
待
之
如
師
友
。
」 

（
18
）『
旧
唐
書
』
巻
一
九
〇
「
文
苑
伝
下
」「
代
宗
時
、
縉
為
宰
相
、
代
宗
好
文
、
常
謂
縉

曰
、
卿
之
伯
氏
、
天
宝
中
詩
名
冠
代
、
朕
嘗
於
諸
王
座
聞
其
楽
章
。
今
有
多
少
文
集
、

卿
可
進
来
。
」 

（
19
）
例
え
ば
唐
・
李
白
「
贈
孟
浩
然
」
詩
（
『
唐
詩
三
百
首
』
）
の
冒
頭
は
「
吾
愛
孟
夫
子
」

（
私
は
孟
先
生
が
大
好
き
で
あ
る
）
か
ら
始
ま
る
。 

（
20
）『
新
唐
書
』
巻
二
〇
三
「
文
芸
伝
下
」「
維
私
邀
入
內
署
、
俄
而
玄
宗
至
、
浩
然
匿
牀

下
、
維
以
実
対
、
帝
喜
曰
朕
聞
其
人
而
未
見
也
、
何
懼
而
匿
。
詔
浩
然
出
。
帝
問
其
詩
、

浩
然
再
拝
、
自
誦
所
為
。
」 

（
21
）
唐
・
李
白
「
早
発
白
帝
城
」
詩
は
安
史
の
乱
下
の
永
王
の
乱
に
加
わ
っ
た
李
白
が
、

流
謫
の
途
上
で
恩
赦
を
受
け
た
と
き
の
詩
で
あ
る
と
の
説
が
有
力
で
あ
る
が
、
必
ず

し
も
確
定
で
き
ず
、
李
白
は
乱
に
言
及
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
本
論
で
は
措
く
こ
と

と
す
る
。
な
お
掲
載
詩
の
デ
ー
タ
は
中
川
氏
の
注
（
３
）
論
文
に
よ
る
。 

（
22
）
た
だ
し
「
人
虎
伝
」
を
漢
文
教
材
と
し
て
、
あ
る
い
は
「
山
月
記
」
の
補
助
教
材
と

し
て
掲
載
し
、
漢
文
「
人
虎
伝
」
と
「
山
月
記
」
を
関
連
付
け
て
学
習
さ
せ
る
教
科
書

は
あ
る
。  
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